
紹

介

想
の
獲
展
に
關
心
た
有
す
ろ
人
々
に
ぽ
一
匹
得
る
班
多
き
な
信
ず
る
の
で

あ
る
。

　
（
霞
凱
ε
一
ぎ
ざ
N
。
譲
免
一
難
け
じ
d
山
・
目
ミ
．
国
手
H
・
ぢ
ω
D
）
　
〔
鱒
見
）

　
　
　
⑳
日
本
地
理
學
史
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
元
春

　
先
春
に
日
本
民
家
吏
、
尺
度
綜
考
存
著
し
て
歴
史
地
理
研
究
に
猫
自
の

方
癒
を
開
拓
し
？
あ
っ
六
二
盛
切
、
三
度
そ
の
健
錐
な
奮
っ
て
、
本
書

を
世
に
妊
り
學
界
な
驚
嘆
ぜ
し
め
穴
。
本
藍
八
章
、
附
錐
二
篇
、
圃
版
約

八
十
、
菊
醤
五
百
頁
に
遽
で
る
大
冊
で
あ
ろ
。
紹
介
の
便
宜
の
爲
本
命
の

目
次
な
摯
ぐ
れ
ば
、

　
第
一
章
、
H
本
に
於
け
る
郷
土
地
理
學
の
獲
蓮

　
第
二
章
、
朝
鮮
に
現
存
ぜ
ろ
目
本
地
圃

、
．
第
一
ご
章
、
海
外
で
爲
さ
れ
六
行
基
圃

　
第
四
章
、
東
洋
に
於
け
る
地
離
測
絡
の
獲
達

　
第
五
章
、
新
井
白
石
と
利
璃
蟹

　
第
六
章
、
郷
土
地
理
か
ら
世
界
地
理
へ

　
第
七
章
、
世
界
及
H
本
圃
屏
風

　
第
入
手
、
口
本
で
缶
來
六
地
球
儀

　
　
　
　
　
（
各
章
細
目
及
附
錐
省
略
）

各
章
ぽ
、
嘗
、
著
者
が
本
誌
並
に
地
理
敏
育
其
他
に
於
て
同
じ
題
臼
に
よ

っ
て
資
表
さ
れ
糞
も
の
で
あ
り
、
徒
っ
て
元
來
翌
日
的
の
も
の
で
全
巷
た

通
事
ぜ
す
と
も
讃
者
に
そ
の
欲
す
る
｝
章
恥
直
ち
に
理
解
し
得
る
長
所
が

あ
る
が
、
著
者
が
訂
正
加
除
以
て
統
制
あ
る
一
幅
に
纏
め
ん
と
さ
れ
ぬ
努

力
に
も
拘
ら
す
、
爾
諸
所
の
重
複
と
各
章
間
に
有
楼
的
統
一
な
鋏
く
の
短

第
十
入
巷
　

餓
工
二
號
　
　
　
五
三
山
ハ

所
な
免
が
れ
て
る
な
い
。
そ
の
内
容
盛
現
し
て
明
ら
か
な
ろ
如
く
、
主

と
し
て
H
本
地
圃
の
獲
達
を
東
洋
及
西
洋
と
の
交
渉
過
程
に
於
て
述
べ
六

も
の
で
正
し
く
に
日
本
地
囲
史
論
と
も
註
す
べ
き
も
の
で
、
本
來
の
地
理

學
史
的
記
載
に
第
一
崩
畢
孜
第
⊥
ハ
畿
早
の
み
に
漕
止
ま
り
地
覆
捌
史
へ
の
序
弧
細
た
た
い

す
形
で
あ
ろ
。

　
然
し
な
が
ら
地
圓
が
重
要
な
る
地
理
學
的
資
料
の
一
つ
で
あ
る
事
に
勿

論
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
於
て
地
爾
な
中
心
と
ぜ
る
日
本
地
理
學
史
と

云
ふ
事
が
で
き
る
。
先
づ
生
者
の
地
理
學
吏
的
些
些
た
見
う
に
、
我
國
に

於
け
ろ
地
理
學
的
業
績
に
和
銅
の
風
土
記
言
上
た
以
て
与
る
。
そ
の
醗
裁

丈
艦
、
そ
の
編
者
等
よ
q
考
冠
す
う
に
、
そ
れ
が
漢
書
地
理
志
や
郡
國
志

等
の
支
那
地
理
學
の
濃
厚
な
る
影
轡
に
よ
っ
て
戊
さ
れ
流
事
た
知
り
得
る

亭
妥
覇
に
ば
延
喜
式
、
和
名
類
聚
抄
の
撰
が
あ
り
、
室
町
時
代
に
拾
芥

抄
、
薪
撰
類
聚
往
來
、
人
國
蟹
江
現
に
れ
六
け
れ
ど
も
、
王
朝
政
治
の
振

は
ざ
る
暗
黒
時
代
の
事
と
て
學
問
に
萎
徴
し
て
振
に
な
か
つ
索
が
徳
川
氏

の
江
戸
に
藤
府
な
開
い
て
以
來
天
下
昌
亭
再
び
地
理
學
が
復
興
す
る
に
至

つ
象
。
近
世
に
於
け
う
そ
の
戦
費
ほ
主
と
し
て
高
木
利
太
氏
に
從
っ
て
概

説
し
、
世
界
地
理
に
就
い
て
に
天
丈
十
二
年
目
ル
ト
ガ
か
人
の
渡
來
以

後
、
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
と
の
直
接
交
渉
開
け
御
朱
印
船
の
活
躍
と
な
り
、
銀
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘔

後
も
幸
ひ
和
翻
た
題
じ
て
世
界
知
識
に
漸
次
我
園
に
浸
潤
し
て
行
つ
六
〇

殊
に
薪
井
白
石
の
釆
箆
異
言
、
西
洋
紀
聞
の
著
あ
る
に
至
っ
て
よ
り
漸
く

薦
學
の
盛
況
奄
兄
多
く
の
地
理
書
地
墨
が
雛
謬
さ
れ
る
事
と
な
つ
糞
。
以

上
古
代
と
近
世
末
に
翰
詳
し
い
以
外
に
地
理
書
の
書
名
、
薯
者
、
内
容
等

た
列
短
し
て
、
獲
蓮
攣
藩
の
跡
な
面
通
に
蓮
べ
ら
れ
て
居
る
。
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愈
々
本
論
の
地
闘
に
就
い
て
ぱ
、
第
｝
章
に
於
㍗
、
日
本
総
國
圖
と
し
て

一
番
流
布
さ
れ
れ
も
の
に
所
謂
行
墓
圃
で
あ
る
。
之
に
恐
ら
く
天
學
年
間

聖
武
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
諸
園
か
ら
國
郷
の
履
た
奉
つ
れ
も
の
に
よ
り
行

墓
が
編
纂
噛
六
ら
し
く
、
そ
れ
が
延
暦
年
間
に
至
っ
て
諸
國
の
薪
圃
に
よ

り
改
正
さ
れ
た
も
の
が
今
日
の
行
基
闘
で
あ
ら
う
。
そ
の
特
色
に
奥
羽
が

桃
の
費
形
に
葬
常
に
突
駕
し
て
み
ろ
黙
に
あ
る
。
塞
些
ご
年
（
西
紀
一
三

〇
五
）
製
仁
和
寺
所
思
の
圃
が
現
存
す
る
最
古
の
も
の
で
あ
ろ
。
両
し
て

拾
芥
抄
に
記
載
さ
ろ
、
に
至
り
我
國
に
於
て
置
く
行
に
れ
雲
の
み
な
ら
す

朝
鮮
支
脚
那
に
も
傳
へ
ら
ろ
」
に
「
至
っ
た
O
ハ
弼
、
隔
の
傭
…
に
r
、
古
事
帰
期
苑
所
轟
旗

著
者
の
所
謂
二
歳
謄
圃
な
る
も
の
が
あ
る
。
之
ば
足
利
期
の
爲
本
で
あ
る

が
そ
の
原
本
に
大
工
、
一
一
年
（
西
紀
一
一
二
入
）
で
あ
り
從
っ
て
孫
元
の
行
基

圖
よ
り
も
二
百
年
も
融
く
爲
さ
れ
ぬ
も
の
で
、
そ
の
形
奥
戸
が
省
突
爾
ぜ

す
不
明
瞭
で
あ
り
行
基
圃
に
比
し
て
非
常
に
プ
リ
ミ
チ
ー
プ
で
あ
る
か
ら

行
墓
圃
以
前
の
目
病
圖
で
あ
る
と
患
に
れ
る
。
然
し
な
が
ら
署
潜
の
あ
げ

ら
れ
エ
μ
論
調
の
み
で
に
爾
者
間
の
薪
奮
た
決
定
す
る
に
に
術
不
充
分
で
あ

る
が
、
著
者
が
こ
の
こ
形
式
存
以
て
日
本
圏
の
源
流
と
ゼ
ら
れ
た
事
ば
眞

に
卓
見
で
之
に
よ
っ
て
著
者
に
内
外
多
数
の
地
圃
な
系
統
的
に
分
類
組
織

す
る
事
に
成
功
さ
れ
れ
。
郎
ち
第
二
章
に
於
て
京
城
帝
大
、
申
村
拓
氏
の

撮
影
蒐
集
さ
れ
糞
朝
鮮
に
現
山
仔
ぜ
ろ
R
一
本
地
圃
六
本
な
、
京
大
地
理
學
敏

黒
総
本
と
比
較
研
究
さ
れ
、
地
圃
の
形
式
と
そ
の
附
記
の
内
容
に
よ
っ
て
、

そ
の
嫁
來
聞
係
心
明
ら
か
に
し
併
ぜ
て
我
國
に
．
於
け
ろ
塊
圃
嚢
蓬
の
過
程

た
決
定
さ
れ
た
。
著
活
に
よ
れ
ば
徳
川
場
代
正
保
醐
絡
圖
改
正
以
前
匡
二

申
暦
圓
及
行
基
闘
の
形
弍
が
行
ほ
れ
、
海
外
に
も
そ
れ
．
が
傳
へ
ら
れ
つ
つ

あ
っ
れ
が
、
寛
文
二
年
の
扶
桑
國
囲
匡
正
保
の
絡
闘
に
よ
っ
て
行
基
圃
の

改
め
ら
れ
六
も
の
で
あ
り
形
式
に
於
て
全
然
新
な
う
も
街
行
基
云
々
の
註

記
が
あ
り
、
延
費
六
年
及
八
年
の
日
本
古
圖
も
同
様
で
あ
ろ
。
そ
れ
に
次

い
で
日
本
大
絡
圃
，
本
覇
圃
鑑
細
…
日
掛
が
現
は
れ
元
藤
以
後
に
行
墓
云
々

為
慶
し
て
、
圃
三
江
髪
膚
下
石
川
流
弾
の
惣
名
た
見
署
す
。
佼
っ
て
こ
の

形
式
為
流
宣
囲
と
し
て
他
よ
り
涯
慣
す
る
。
之
に
恐
し
て
大
阪
に
於
て
大

日
本
圓
備
圃
と
樗
す
る
も
の
が
作
ら
れ
一
色
捌
と
に
云
へ
、
そ
の
正
確
さ

に
於
て
前
者
に
勝
っ
て
る
ろ
。
か
く
て
徳
川
三
代
日
本
醐
に
精
解
圃
，
流

宣
誓
、
薗
備
圃
に
三
大
忌
す
る
事
が
で
き
る
。
第
四
章
に
に
之
等
の
地
圃

製
作
技
術
の
獲
出
た
考
へ
、
そ
の
起
源
に
支
那
黒
熊
の
雪
田
の
法
た
そ
の

儘
紙
面
に
あ
ら
に
し
乳
庭
よ
り
期
ゼ
す
し
て
方
早
業
の
様
式
が
あ
ら
に

れ
．
、
こ
の
貯
法
ば
我
國
に
輸
入
さ
れ
大
化
改
新
頃
よ
り
行
に
れ
大
日
本
古

聖
書
に
ば
そ
の
好
例
が
多
数
納
め
ら
れ
て
み
る
。
髪
膚
圃
の
斎
き
方
に
斐

秀
の
云
ふ
製
圖
の
六
八
で
、
分
奪
（
縮
尺
）
、
出
営
ハ
方
位
、
關
係
位
罐
の
決

定
）
、
甦
塁
（
距
離
の
實
測
）
等
で
あ
ろ
。
二
中
歯
圖
、
行
基
腿
等
も
之
に
乱

ら
す
し
て
点
く
事
ば
で
き
な
か
つ
歪
で
あ
ら
う
。
徳
川
蒔
代
正
保
、
元
緑
、

享
保
三
圓
の
國
隠
蟹
ほ
分
斜
懸
一
里
六
寸
で
あ
り
元
亨
、
享
保
に
に
準
墓

に
よ
り
書
窓
圃
が
接
合
さ
れ
糞
の
で
あ
ろ
Q
長
久
保
赤
水
ほ
経
緯
線
的
な

も
の
を
入
れ
■
象
大
E
本
輿
地
路
全
程
圃
た
作
つ
カ
が
之
に
や
に
り
方
格
圃

よ
り
欝
六
も
の
で
闘
學
の
影
響
に
よ
る
眞
の
地
理
學
酌
維
緯
鞍
に
伊
能
忠

敬
に
至
っ
て
始
め
て
用
ひ
得
ろ
こ
と
」
な
つ
穴
Q

　
第
三
章
に
於
て
に
、
二
中
暦
盛
行
墓
瑚
が
海
外
に
於
て
爲
さ
れ
て
行
つ

六
事
野
望
べ
た
O
　
二
誤
想
㎞
圃
に
門
破
も
早
く
支
那
に
僚
一
に
n
り
、
そ
の
・
攻
略
腿

m　（　K5）
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介

及
東
南
海
夷
岡
等
の
古
麟
に
之
に
加
ふ
る
に
後
漢
書
や
唐
薩
・
の
知
識
た
以

て
し
六
も
の
で
日
本
の
南
北
に
晶
々
の
想
像
の
島
な
書
き
入
れ
象
も
の
で

あ
っ
六
ら
づ
。
後
面
の
行
基
罎
に
あ
る
羅
刹
や
筋
道
と
云
ふ
島
ほ
、
こ
の

支
那
量
質
の
反
響
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
出
浮
雲
朝
．
鮮
申
叔
母
の
海
東
墨

髭
記
、
明
の
鄭
舜
功
の
日
本
一
鍛
に
何
れ
も
優
れ
た
日
本
地
誌
で
あ
り
、

そ
の
附
圖
に
行
基
圃
で
あ
る
。
然
る
に
朝
鮮
・
露
倭
圓
、
大
立
一
統
輿
圖
等

後
世
の
も
の
に
却
っ
て
こ
中
浦
圓
の
系
統
と
乱
せ
ら
る
㌧
も
の
㌔
あ
ろ
の

は
、
荷
古
の
弊
風
の
然
ら
し
め
象
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
西
洋
に
於
け
る
日

本
圖
の
獲
蓮
に
言
及
し
、
石
橋
桑
原
爾
薄
髭
に
從
っ
て
ベ
ハ
イ
ム
の
地
球

儀
…
（
｝
四
九
二
）
に
至
る
迄
な
山
べ
、
ベ
ハ
イ
ム
に
於
て
日
本
の
位
羅
が
大

陸
よ
り
斎
く
離
れ
、
著
し
く
南
下
ゼ
る
に
マ
ル
コ
ポ
ー
・
の
紀
行
の
不
備

に
よ
る
と
な
ず
從
來
の
通
説
か
駁
し
、
ボ
ー
ロ
の
記
事
そ
の
も
の
が
後
漢

書
や
東
粥
海
夷
圃
に
談
ら
れ
糞
も
の
で
あ
り
、
ボ
ー
ロ
が
ジ
パ
ン
グ
に
支

那
大
陸
よ
り
東
面
五
百
塁
に
あ
り
と
云
ふ
の
に
唐
害
倭
人
傳
日
本
去
京
師

一
萬
四
千
塁
よ
り
朝
鮮
に
至
ろ
距
離
た
除
告
、
餓
な
イ
タ
町
一
里
に
換
箕

ゼ
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
れ
Q
斯
か
る
考
誰
に
至
っ
て
は
實
に
著
者
の
濁

境
揚
で
あ
る
。
薪
大
陸
の
探
槍
の
進
捗
に
二
っ
て
日
本
の
位
置
が
だ
ん

ノ
、
正
し
く
な
り
、
そ
の
形
も
最
初
二
面
暦
岡
の
亜
流
と
見
な
す
べ
き
も

の
か
ら
一
五
九
五
年
版
ナ
即
テ
可
ユ
ウ
ス
以
後
見
事
な
行
橘
通
と
な
っ
て

み
ろ
〇
一
七
〇
〇
年
ビ
…
タ
ー
ヴ
ア
ン
デ
レ
ア
ー
禺
版
の
珊
本
圓
の
原
本

ば
ウ
イ
リ
ヤ
ム
・
ア
ダ
ム
ス
の
逡
附
し
カ
も
の
で
恐
ら
く
慶
長
元
和
の
頃

の
も
の
で
あ
り
、
シ
ョ
イ
℃
ソ
エ
ル
が
塩
漏
し
六
ケ
ン
ベ
＝
ル
日
本
爽
所

載
圃
の
擦
る
庭
ぱ
延
簑
版
で
あ
る
9
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憲
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次
に
我
身
に
於
け
・
る
世
界
岡
の
渡
藩
な
蓮
べ
ら
れ
る
が
、
蝦
夷
の
探
検

の
瀧
歩
と
共
に
螢
界
國
［
が
』
落
成
さ
、
れ
六
と
云
ふ
見
地
か
ら
し
て
北
蓬
に
活
…

懐
し
六
事
外
人
の
事
蹟
な
稽
詳
蓮
さ
れ
て
る
る
。
薯
者
に
よ
れ
ば
我
國
の

世
界
闘
に
三
期
に
分
力
れ
ろ
。
第
一
期
は
利
瑠
管
（
き
馨
8
0
単
一
。
e
の

坤
輿
全
協
に
依
ろ
罪
代
で
、
プ
ロ
せ
〃
シ
ヨ
ン
ば
卵
形
で
地
球
の
南
方
に

二
大
な
ろ
メ
ガ
ラ
ニ
カ
為
有
し
蝦
夷
に
少
し
現
に
れ
．
て
る
る
が
形
不
明

で
、
べ
ー
リ
ン
グ
海
峡
口
な
く
想
像
の
ア
ニ
ア
ン
海
峡
と
ア
ニ
ア
ン
國
が

あ
ろ
。
第
二
期
に
ナ
ラ
ン
ダ
政
府
献
ず
る
庭
の
プ
ラ
ウ
の
地
圃
た
塗
照
し

六
新
井
白
石
に
始
ま
り
、
彼
ほ
坤
典
全
戸
鼠
算
鋼
し
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
除
く

に
至
つ
象
。
以
後
漸
次
進
ん
で
H
本
の
北
に
蝦
夷
や
千
島
カ
ム
チ
ヤ
ソ
カ

為
記
す
が
、
北
米
の
西
北
君
臨
未
詳
と
し
て
残
し
、
專
ら
挙
射
岡
法
に
よ

　
る
雨
牛
軸
重
が
行
ほ
れ
六
〇
第
三
期
に
北
嶺
が
愈
々
明
ら
か
と
な
り
ナ
ー

ス
｝
ラ
リ
ヤ
の
地
形
定
ま
つ
て
世
界
圃
が
完
成
し
継
嗣
で
各
種
の
プ
ロ
ゼ

ク
シ
ヨ
ン
が
矯
ひ
ら
れ
る
。
高
橋
作
左
衛
門
の
新
訂
噴
騰
粟
糠
の
如
毫
蘭

人
ヒ
ス
セ
ル
た
し
て
賞
讃
措
く
能
に
ざ
ら
し
め
る
程
に
翻
し
六
〇
第
八
章

に
、
我
國
に
於
け
る
世
界
麟
の
三
石
期
に
そ
れ
ぐ
地
球
儀
も
亦
製
作
さ

れ
て
る
百
事
な
蓮
べ
ろ
。
即
ち
併
勢
徴
古
館
臓
の
早
川
春
海
作
の
そ
れ
．
に

・
第
一
期
の
も
の
で
そ
の
採
る
庭
に
陰
雨
の
坤
輿
閥
で
あ
ろ
Q
京
都
帝
大
地

理
學
藍
蝋
の
そ
れ
ほ
第
二
期
に
属
し
直
接
ナ
ラ
ン
ダ
地
球
儀
た
和
諜
し
六

も
の
で
あ
ろ
e
安
政
三
年
以
後
見
事
な
も
の
が
製
作
さ
ろ
・
事
と
菰
つ

カ
。
翁
特
殊
の
地
圃
と
し
て
薄
湿
洋
の
古
海
岡
で
我
國
に
現
霧
す
る
爾
洋

銭
路
瑚
（
帝
室
下
物
館
）
、
東
距
航
海
圏
（
故
原
教
授
及
末
吉
氏
角
屋
氏
所

藏
本
）
為
、
そ
の
矯
本
及
遡
鮮
の
形
よ
り
年
代
な
決
定
し
少
く
と
も
慶
長

●

（　IF16　）



九
年
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
と
云
ふ
。
地
圃
の
斐
飾
化
さ
れ
象
も
の
と
し

て
陣
μ
先
．
つ
有
名
な
添
〃
由
癖
の
扇
M
断
地
岡
に
「
つ
む
、
ナ
ル
テ
繍
ワ
ユ
ウ
ス
　
「
五
山
ん
五

年
坂
よ
り
恐
ら
く
数
年
以
繭
に
作
ら
れ
象
筈
で
弼
も
H
本
朝
鮮
支
那
の
正

確
な
ろ
纂
前
者
の
比
で
な
く
、
馬
子
世
界
最
新
の
束
磁
與
地
墨
で
あ
る
と

そ
の
霊
的
偵
誼
存
評
し
、
見
得
寺
の
世
界
圖
屏
風
に
於
て
は
芦
田
伊
人
氏

が
秀
吉
當
蒔
の
も
の
で
あ
ろ
と
さ
れ
う
に
零
し
、
之
は
プ
三
身
〃
シ
ヨ
ン

の
心
得
の
あ
ろ
人
が
作
つ
六
も
の
で
メ
ガ
ラ
二
二
》
ア
ニ
ア
ン
海
峡
を
な

く
し
て
み
ろ
庭
よ
“
世
界
知
識
の
よ
ほ
ど
進
ん
だ
後
の
も
の
で
あ
ろ
と
し

て
當
初
の
考
へ
な
伽
醜
へ
さ
れ
・
な
い
O
序
に
欝
本
岡
屏
風
に
就
い
て
も
論
ぜ

ら
る
、
麗
が
あ
っ
瘡
O
附
録
に
一
に
佛
敏
徒
の
世
界
窺
為
明
ら
か
に
し
「

に
鰯
永
當
謄
・
の
日
正
路
山
屋
渉
に
就
い
て
蓮
ベ
ナ
∵
も
の
で
あ
’
る
。
以
上
に
．
よ
っ

て
著
者
が
本
書
に
於
て
坂
扱
任
れ
象
も
の
、
大
導
燈
紹
介
し
六
つ
も
り
で

あ
ろ
が
、
冠
者
の
博
學
な
る
束
西
古
今
の
資
料
葎
引
記
し
論
説
又
縦
横
多

着
し
て
到
底
限
ら
れ
宏
ろ
紙
颪
に
試
す
事
ほ
で
き
な
い
Q
舞
者
の
不
明
に

よ
っ
て
妄
】
言
た
敢
て
し
南
庭
長
髪
脱
ぜ
る
庭
少
く
な
い
と
思
ふ
。
著
者
の

諒
恕
葎
誰
ふ
弐
第
で
あ
ろ
。
之
な
要
す
る
に
地
目
史
な
中
心
と
す
る
日
本

地
理
畢
史
へ
の
出
貝
献
に
於
て
ト
、
難
隣
9
．
乞
日
義
O
鉱
の
浮
準
嶺
錠
肖
0
9

巴
首
江
σ
傷
鍵
国
警
。
右
翼
一
首
自
2
同
曇
並
ω
。
．
琶
H
囲
塁
Ω
げ
に
優
う
と
も

劣
ら
ざ
ろ
も
の
で
あ
り
後
進
奄
盆
す
ろ
事
至
大
で
あ
ら
う
Q
之
た
一
言
に
．

し
て
評
す
る
な
ら
ば
書
・
き
換
へ
ら
れ
雲
テ
レ
キ
と
も
云
に
ろ
べ
き
で
あ
ら

う
。
　
（
昭
和
七
年
十
｝
月
三
十
霞
肇
行
　
宛
儂
　
四
圓
戴
蛤
鍍
　
刀
江
書

院
）
　
〔
来
倉
〕紹

介

趨
讃
岐
高
松
石
溝
尾
山
石
塚
の
研
究
　
　
梅
娠
末
治
氏
著

　
京
都
帝
國
大
落
文
墨
部
考
古
蜷
研
究
報
告
　
第
十
二
冊

　
昭
和
八
年
の
上
髪
長
に
於
い
て
、
H
本
考
古
學
の
天
界
に
二
つ
の
埜
焼

六
る
星
が
忽
然
と
し
て
卜
い
六
Q
一
つ
の
星
ほ
後
藤
守
「
氏
の
「
上
野
國

佐
波
邪
赤
堀
村
脅
非
茶
臼
出
古
墳
」
で
あ
り
、
他
の
星
匡
梅
凍
夕
泊
氏
若

の
「
讃
岐
濡
松
石
清
尾
山
石
塚
」
の
研
究
で
あ
ろ
。

　
二
者
に
帝
室
博
物
館
二
更
課
存
背
景
と
し
、
後
者
ば
京
都
帝
國
大
學
考

古
學
教
鍵
か
背
景
と
し
て
重
れ
、
敦
れ
も
暗
雲
竣
研
究
吏
上
に
於
い
て
忘

れ
る
こ
と
の
患
來
な
い
地
位
に
あ
る
だ
け
、
こ
の
期
た
同
じ
う
し
て
生
れ

れ
研
究
ほ
、
色
々
な
三
昧
に
於
い
て
非
常
に
注
意
の
惹
か
れ
う
も
の
で
あ

ろ
。
古
駿
の
研
究
が
、
合
a
如
侮
な
ろ
程
凌
迄
獲
産
し
て
居
る
か
ば
こ
の

爾
書
が
最
も
雄
辮
に
物
語
う
だ
ら
う
。
さ
て
、
そ
の
中
後
藤
氏
の
鞍
作
に

就
い
て
に
他
誌
で
詑
し
六
の
で
、
今
こ
・
に
梅
原
氏
の
研
究
報
告
に
就
い

て
紹
介
し
、
併
ぜ
て
そ
の
鶴
版
な
翻
乾
し
た
い
。

　
本
書
に
、
濱
珊
博
士
の
圭
宰
す
る
京
都
自
己
大
縞
丈
學
部
考
古
學
教
室

に
於
い
て
焚
回
し
て
常
に
色
界
に
於
け
ろ
指
針
と
も
な
り
叉
　
種
の
測
度

計
の
如
き
地
位
想
も
占
め
て
居
る
研
究
報
告
の
錐
ナ
ニ
難
と
し
て
厘
れ
カ

も
の
で
あ
り
、
我
古
蟄
に
於
い
て
特
抹
な
椎
逡
為
有
す
る
石
塚
為
研
究
の

事
象
と
し
て
孕
る
。
邸
ち
讃
岐
國
高
松
市
外
の
石
滞
尾
山
上
に
立
つ
猫
塚
・

石
船
塚
・
姫
塚
・
鏡
塚
・
北
大
壕
。
稀
荷
山
姫
塚
等
々
の
積
石
に
よ
っ
て
構
成

ゼ
ら
れ
六
興
味
深
き
古
蟄
に
就
い
て
、
そ
の
構
逡
・
萬
土
量
物
流
考
察
し
、

更
に
後
論
に
於
炉
て
石
塚
の
特
つ
特
姓
な
暴
げ
其
年
代
た
考
謹
し
、
以
て

第
十
入
谷
第
三
號
　
　
五
蹉
九

（M7）


